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長崎市に於ては衛生害虫のいない都市の健

設を計画し着々雫施にうつしつつあるが，そ

の基礎調査の一部として，昭和27年4月から

10月迄，長崎市本河内町2丁目の－豊家の牛

舎で虻の採集を行った．語部落は長崎市の東

方に任し，本河内水源地を挟む南側の山の比

較的なだらかな北斜面の麓にある半農半勘の

部溝で，南北軒200米，東西約1粁に200戸余

が点在している．上記牛舎は水源地より約i50

米上方で当部落のほぼ中央にあるが，他に

も当町円に牛8頭，馬2頭が飼育され，鏑50

羽以上の養親所が3ケ所あるほか殆んど各戸

毎に2乃至3羽の鶴を養っている．一帯は段

々畑が多く，おびただしい数の水肥滑（直径

80－Ⅰ50糎）が散在していて，本牛舎の附近

150米以内にも50個以上がある，これら水肥

泡の内容物及びその使途並に幼虫の発生状況

等については今後詳しく調査したいと思うが，

その内春物を略記すれば，雨水又は箆出水を

ためて屎尿をうすめる目的で利用する比較的

きれいなもの，尿尿を投入して，滑っていた

水で薄めて使用する場合もあり，濃厚から稀

薄，新鮮から腐熱とその内容物の変化が著し

いもの，更に屎尿のみを入れて蓋を施し或は

崖rFに掘り込んで雨水の歯入を防いだ比較的

濃厚な状態にあるもの等色々であり，時期に

ょっても叉これが変化する．水田は殆んどな

いが，山麓又は崖下には多少の湧水や連出水

と大小種々の水槽があり，文節々に水源地に

注ぐ小渓流があって降雨時には可成り激しく

流れるが〃　日頃は洞渇しがちで僅かに凹所に

滑る程度のものが多い，その他竹林，墓地，

雑木林等のある複雑な地形である，採集は毎

日，日没1時間後，1人で牛舎円の板帝に静

止している蚊を吸虫管で15分間行った．

本調査に当って長崎大学風土病研究所の大

森教授より終始御指導を賜った，ここに同教

授に対して深甚なる感謝の意を表する．

採集成樺及び考察

本調査は昭和27年4月13日から始めたが，

同日はl個件も発見できず，翌14日は前日よ

り3度低の12，1度であったが21個体を採集，

栗15日は耳1個体も発見できなかった．以饅

は10月15日道の調査期間中5月5日と9日に

発見できなかったのみで，その他は毎日採集

できた。10月15日で採集を中止したのは該牛

舎の牛が売却されてい毎くなつ声た吟で参与．
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この間毎日一回採集した蚊の種類と個体数は　、状況を第2表に示した．

第1表に示し，雌成虫の採集時に於け：る吸血－・l h　’　　　　一
■

r Tab181．
，

Species andnulnberof mosquitoesco11ectedeverYday）占net巾uraftersun－Set，

for15nLinutesIby aヒ：a†lia川WShed at NagasakiCityIdにl＝ingfromApri1

14thto October15th，1952・，

Ⅳ0

，　I

Species

No．of　早　COllected

No．　1　　題

No．　o一

缶

1

2

3

4

5

占

7

8

9

10

11

12

13

1、4

■一

Ariophele声1indesaylJaPOnicus

●　■

Anopheles hyrcanu5Sinensis

Anopheles sineroid甲

Anopheles koreicus

Culexpipienspal1ens　琴

Culex quinquefas亡iatus　詫言

Culextritaeniorhyn占hus

C山ex vIStln山

C山ex wもitmorei

Aedesalbopictus

Aedes vexans nlPPOnii

Aedes nippopiCuS・

■

Aede早ユaPonicus　　　事

〃

ATmlgereS Subalbatus
t

Total
声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　■　　　　　　■，　寸

13

Ⅰ803

414

96

5占4

25

Ⅰ453

139

28

0．20

2ア．72

6，3チ

ト48

8．6ア

0．38

22．34

2．14
J

O．43

Ⅰ6　　　　　　　0，コ5
ト■l〃　▲

L

20　　　　　　　0．31

．2　　　　　　　0．03
，

1占5　　　　　　　2，昂4

Ⅰ7占6　－　’T’2ア．15√

65加∈　＋l・・∴100．0一　ニ

l

，

l　－，

21

．．・：4

∴26
ヽ

●　■

l　ヽ

I

賢Forthelim占being～the－f印血1tspecimenwithtdlこR2／Petiol㌢rr盆tio，’in．the’，

＿，ふingbelow3・与is・treated。aS C・qulnquefasciatus andthatwith theL－Tatio坤吋　■1；

3・5isC・Pipiens，PallensL；intt｝eCase Of・male・tWO SPeCiesare■rO喝hlY　　　　‥ノ

SeParatedby2，2，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

第1表から明らかなように本調査忙於て，

4属，14種，6530個体の蚊壷療集したがその
■●－，

内，雄成虫はアカイエカ，ネックイイ土力及

密オオタロヤプカが夫々21，‘1及び4個体，計26

個体で，他は悉く雌成虫であった∴6504個体

の雌の円r‾ナハマダラカ克1803個体ロ7．7％）

で最も多く，オオタロヤプカの1766（27，2％），

コガタアカイエカの1453（22．3％）がこれに

次ぎ，以上3種の蚊の合計が02Z個体で，金

曜教ゎ実に77％以上に当る．アカイエカ及び

ネックイイエカは発生水域である水肥溜由附

近に多数散直しているの・に採集数由仁較的少

なく夫々564及び25個体で，この南榎を合計

しても全敗薮の僅か9．1％に過ぎない．一両も

第2寅からおかるように採集時に放ける吸血

率が他の殆んど総べての蚊では極め七高率で

あるのに，この両種だけ加持に低い事実をみ

る主任々氏等・（1947）■が指摘して山るよう一に

鳥環境好性が強く，・■各戸毎にみられる鶴舎に

多く柴きるのではないかと想像され■る∴ネウ

タ・イイエカの九加舵痕ける存否につい七iま意

見があるよう～であるが，吾々は大森研究室の
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見解に従って，遡の第Ⅱ脈の柄堂比が雌で3・5

以下のものを，堆で2．2以下のものを　C．qu－

inquefasciatus　とし，それより以上の値をと

るものをC．pipiens pallensと同定した．

れによると今回の調査で得たアカイエカとネ

ッタイイエカの合計589個体の雌成虫の円事

後者が全体の4二2％に当る∴

次に注意すべきことはシナハマダラカ，エ

セシナハマダラカ，チョウセンハマダラカ及

びコガタ，アカイ上声，シロハシイエキ，セヤシ

ロイェカ筆の水田，，湿地或はこれらに関連し

た水域に多く．発生する種軍の蚊が多数に採集

されたことである．著者等は当部落附近の山

脚性の地形と水田或は湿地の殆んどないこと

からこれらの醍琴が多く採れることを予想し

なか？たが，本調査の結果では上記の6種類

申合計は，3933個体で金紋数の異に60％以上を

占めてい阜，これらの蚊の発生場所が相当の

遠距離に・ある・のか，部落附近に未調査の発生

場所が潜在Lて．いるのか分らないが，上記の
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蚊の内エセシナハマダラカ，■シロ′、シイエカ

の採集個体数が相当に多く，′セシロイエ力も

多少採集できたことは土地が山脚性のためだ

と考えられ，或種の水肥滑即ち崖下にあって，

箆出水が蓼入しているようなもので屎尿を全

然入れないものがこれらの蚊の発生に関係し

ているのではないかと考えもれる．ともかく

・も，この土地の蚊族撲滅対策を立てるために

は少なくとも1粁以内に於ける幼虫の発生状

況を根本的に調査する必要がある．

本調査に於てオオタロヤプカが多数採集さ

れたのは附近に多数に散在する水肥憎が極め

て好適な発生場所であることと，採集が日没

の1時間後即ち暗くなり始めた頃に行われた

ことに伐るので，同じような理由で昼間吸血

性のヒトスジシマカやシロカタヤプカ等も少

数採集されたのであらう．叉キンイロヤプカ

は生態学的に非常に興味のある種類であるよ

うに思われるが当地方では発生個体数が少な

いので充分な研究はできない，一般に薮蚊翫
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の吸血習性については不明の点が多いようで

あるが，ヤマトヤプカに就ても著者等は幼虫

の発生数が基地などでは非常に多いのに昼間

殆んど吸血されないことを不思議に思ってい

た。ところが今回牛舎で可成りに発見される

ので，定期の調査とは別に第3表に示すよう

に午後○時半境から10時半頃迄牛舎で観察し

た．
1
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定期の調査及びこの小観察の結果から本檻

は昼間藪円で人血を吸うことも勿論あるが，

寧ろ動物晴好性が強く，而も薄暮或は夜間吸

血性の蚊ではないかと考えるに至った．この

ことについては将来詳細に観察したいと思つ

ている．最後にヤマト、マダラカの吸血性に

ついて，大森氏〔1952〕，は本種は自然環境

下に於ては人血を晴好せず，大動物舎内でも

殆んど採集できないと言っているが，著者等

も人家内では採集できなかったが〃牛舎では

充分吸血した13個体を得たことは興味のある

ことだと思っている．

次に以上14種の蚊の季節的消長を図示する

と第1図の通りである。図には採集期間中の

一週間毎の平均気温と7日間の雨量の合計を

記入した．

本調査は上述のように毎日行ったのである

が，繁雄を避けるために，採集数は水曜日か

ら翌週の火曜日迄の7日間の平均値で示した．

，シナハマダラカは4月14日に3個体を，その

後も1，2日おきに1，2個体づつ採れてい

る程度であって，ここに越年成虫の活動の山

はみられない．5月中旬から次第に増加し，

6月中旬には新しく羽化して釆た成虫の活動

による小山が㌢‥ニー成される．その後減少して，

7月1、。旬から急激に増加し，8月上旬に出盛

期の山を作る．本軽が7月に特に少なくなつ

た理山につりては同時に幼虫の調査を行って・

いないので判明しないが発生地の水質と降雨

量に関係しているのではないかと思う．

ェセシナハマダラカは4月20日に2個体を，

更に一週後に1個体を採集，その後は次第に

増加して，6，7月に亘って出盛期の山を作

り，シナハマダラカが増加に向う頃から本桂

が減少している．

チョウセンハマダラカは5月6日に始めて

Ⅰ個体を採集し，その後は問敏的に1I2個

倖が採集される程度であるが〃　8月中旬から

9月初に持参くなって出盛期と思われるもの

が現われてきている．この出盛期は他の了ノ

フエレス塀より少し遅れているが，これらの

関係は今後幼虫の調査によって明らかとなる

だらう．

ヤマ　ト、マダラカは4月下旬に3個体が採

集され，その後は散発的に採れているが，こ

れが榊原氏（1951）の言う生活環の問期に該

当するものであるのかも分らない．

コガタアカイエカは4月14日にすでに1引回

体を採り，以後4月未迄引続いて毎日相当数

採集され，ここに越年成虫の活動の山がみら

れる，その後7月中旬迄は非常に少ないが，

7月下旬から急激に増加し8月上旬にかけて

山を形成して岡山や東京での成績によく似た

消長を示している．

シロハシイエカは5月下旬から現われ，7

月中旬迄はその数が少ないが7月下旬から多

くなって9月中旬道幅の購い出盛期がみられ

る．本種はコガタアカイエカが平地に多いの

に反して，山脚に、多いようであるが．ここで

も接着に比較して可成りの数が採集でき，而

も春棺遅く所動を始め秋遅く迄活動する傾向

がみられる．

セシロイエカとネックイイエカは第Ⅰ図に

みるように比較的高温時に張ゎ活動している．

即ち前者は6月中旬から9月上旬造，。後者は
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6月中旬から毎月上旬迄の問にだけ採集でき

たことは興味のあることである．特にネック

イイエカは既述したようたpipiensgroupの

4．，2％を占めていて〃　こ†れがかかる季節に於

二てのみ採集されたことは注意すべ亘ことでぁ

るが，とれらの関係については早計に結論は

下し得ない．　　　■

次忙アカイエカは4月16日に1個体を得たの

みで5月7日道は採集できなかったが，その

．筏次第に増加して，も月下旬から7月上旬に

出盛期の岡を作り以壊滅少して10月中旬迄消

動するがその数は非常に少ない，本種が減少

し始める頃からオオタロヤプカが多くなり始

め■るが，この両種は主とし七水肥滑に発生し，

両種に特有な性質と水肥溜の内容由の季節的

変化と忙伴って発生個体数が消長するものと

考えら一れる」長崎市内の丘陵，山呵には段々

‾畑が多く，耕して山頂に到ると評されている

が，その間に水肥漕が多数にあり，これらが

両種の好適発生水域になっていて，7月中旬

造はアカイエカを，それ以後はオオタロヤプ

カを発生せしめていることは特に注意を要す

ることである，オオタロヤプカは上に述べた

よう’にアカイエカの誠少する7月下旬噴かち

次第に増加し9月初，中旬に消動の山がみら

れ，10月15日に‘採集を打切る頃傭盛んに活動

を焼けていた．

薮蚊現の内ヒトスジシマ曳とシロカタヤプ

カとは僅かづつ採集されたがこれらの蚊は，

いづれも昼間吸血性のものであり，痍筆個体

数も少ないので季節的消長を諭することはで

きない，‥併しヤマトキブカは上述したようた

可成り採集され，第1図からも明らかをよ‥う

に本調査期間を通じて吸血活動を続けている

ととがわかる，本種の幼虫は々子ふら春にかけ

て特に3，4月頃は竹薮，基地に於で高令幼

虫が多数に発見されるが，成虫の活動も比較

的早く，5月下旬から6月下旬頃迄が盛んで
〃’

ある．キンイロヤプカは6月」二旬から・出始め

9月上旬迄活動しているが，7月下旬から8

月上向に消動が旺盛である．

一摘　　　　　　　　要

1〕著者等は1952年春から舐にかけて長崎

市内の山脚の一年舎で毎夜蚊の採集を行い，

1噸砧30個体を得た，砧04個体の唯成虫の円

シナハマダラカが27．7％で最も多く，次いで

オオタロヤプカが27．2％，コガタアカイエカ

が22．3％で，以上3種の蚊の合計は幡生件の

異に77％以上に当る．

2）　シナハマダラカ，エセシナハマダラカ，

チョウセンハマダラカ及びコガタアカイエカ，

シロハシイエア，セシロイキカ等・水田，湿
地或はこれに開運した水域に轟生すると思わ

れる蚊族の雌成虫の合計は仝雌成虫の60％に

も当るが，斯る発生水域は調査地附近には一

見，見当らなぃ㌧　この点については幼虫の根

本的な今後の調査が必要である．

3）長崎市内の段々畑に多数に作られてい

る水肥滑はアカイエカ（ネックイイエカを含

めて）とオオタロヤプカの好適発生地であつ

て，今回調査をした牛舎の附近150米以内に

も50個以上もの水肥鰭があったが〃　これが，

壊者の特に多い理由である．アカイエカは幼

虫が多発する剖庭は成虫が牛舎に集まらない

のは，本種が各戸毎吼設けられている鶏舎へ

集まるためではないかと思われ，牛舎では本

種（アカイエカ及びネッタイイエカ）の吸血

率が他種の蚊に比較して特に低いこともこれ

を裏書して高るように思う．

4）その他の蚊族は何れも採集個体数が少

ないが，ヤマトハマダラカが13個体採集され，

全部吸血Lていたことと，ヤマトヤプカが165

個体の円163個体が吸血してぉり，而も薄暮

或は夜間吸血性であらうと思われる成績を得

たことは興味のあることである．

5）シナハマダラカとコガタアカイエカと

は似た曲線を措いて消長しているが，前者は

6月に小山を作づているのに反して後者はヰ
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月下旬に越年成虫の活動の山を描くが，共に

7月中旬には殆んど採集されす，下旬から8

月上旬忙闇著な山を作り8月中旬以後減少し

ている．これらの両種と同じように水田，湿

埠等に発生すると思われる他の数種の蚊の円，

エセシナハマダラカの活動は5月上旬に始ま一

り6，7月に最も旺盛であって8月以後は非

常に少なくなっている点多少消長の趣を異に

するが，チョウセンハマダラカ，シロハシイ

エカ，セシロイエカ等は大体に於て邑月以後

出盛期の山を作っている点は興味喋いところ

である．

6）アカイエカとオオタロヤプカとは調査

地点附近に多数にある水肥滑に主として発生

するが，前者は4月中旬から出始め6月中旬

から7月中旬にかけて山を作る．後者は5月

中旬から採集できるがその教は極めて少なく

前者が減少し始める項から多くなって9月に

山を作り10月も伺消動を続ける．この消長曲

線の交叉は，種に特有な性質と，主なる発生

水域である水肥滑の内容物の季節的変化とに

依って起るものであらう1

7）ネッタイイエカは　pipie耶grOup（ア

カイモカとネックイイエカとの合計〕の4．2％

を占め，而も6月中旬から8月中旬迄の比較

的高温時に於てのみ採集されていることは興

味のあることであるが，これらの関係につい

ては早急に結論は下し得ないものと思う1

8〕ヤマトハマダラカは調査期間を通じ問

歌的に撰集され，この成虫の出現の間隔は生

活環の間隔と平行しているのではないかと思

われる．

9　ヤマトヤプカは3，4月頃墓場や竹林

内で高令幼虫が多数に発見され，従って蚊族

中では最も早く活動を始める種類の一つであ

り，5月中旬から6月中旬に活動が最も旺盛

で魯る。その後10廿迄活動を続けるがその数

は僅少である．その他の種類の蚊は採集個体

†数が少ないので季節的消長を諭することはで

きない．
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